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証書貸付債権の準拠法に関する確認書
  　　　　　　　　　　（注１）が貴行　　　　　（注２）に対し手形貸付担保または「担保に関する基本約定」（「担保に関する基本約定（適格外国債券担保用）」を含みます。）にもとづく根担保として現に差入れる、　　　　　　　　　　（注３）が
　　　　　　　　　　（注４）に対して有する　　　　　　　　　　（注５）と
　　　　 　　　　　（注４）との間の　　　　年　　月　　日付金銭消費貸借契約（　　　　年　　月　　日付変更契約）（注６）にもとづく証書貸付債権（証書貸付債権証書番号　　　  　　）は、当該債権の準拠法を日本法とするものに相違ありません。
  念のため本確認書を差入れます。

　　    年    月    日
（印）



（担保差入先）
（代表者）

                    （注７）
（印）



（第三債務者）
（代表者）

                    （注８）

日  本  銀  行
              御中

（注１）担保差入先名を記入。
（注２）本行の担保取引店名を記入。
（注３）担保差入先が属する金融機関等名を記入。
（注４）第三債務者名を記入。
（注５）証書貸付債権証書に記載された貸付人の金融機関等名を記入。
（注６）変更契約がなされていない場合には削除する。
（注７）代表者またはその者から権限を付与された者の役職名を記載し、記名なつ印または署名をする。役職名、氏名、印鑑または署名は、印鑑届等により日本銀行に届出たものを使用する。
（注８）権限を有する者とみなされ得る場合（法律の規定による表見代表または表見代理の場合）のほかは記名なつ印者または署名者の権限を明らかにする書類を添付する。



